
本日、４月６日（月）は令和８年度 西馬音内小学校の
新任式・始業式の日。１２名の新たな職員を迎え、３４名
の職員で２０８名（新入生３４名、転入生２名を含む）の
子どもたちの学びや健やかな成長を支えていくことになり
ました。子どもたち一人一人の心に寄り添いながら、「楽
しさが広がる学校」「安心・安全な学校」「信頼される学校」
となるよう、全職員で指導、支援をしてまいります。今年
度もよろしくお願いいたします。

令和８年度より学校教育目標が替わります。
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【学校教育目標】

よく学び よく動き よく生きる

学校教育目標は、各学校が教育活動を通じて育成を目指す子ども像や資質能力を具体的に示し

たものです。これまでの「つくる」は、平成２９年より設定された目標であり、この間、「すすん

でつくる みんなでつくる みらいをつくる」を合言葉に、たくさんの教育実践が行われてきま

した。社会が目まぐるしく変化する中で、子どもたちの生活様式や心の在り様も変わってきてお

り、本校も子どもたちの現状に合った指針となるものが必要であると考えました。そこで現在、

在籍する子どもたちの課題となることを洗い出し、今後目指す子ども像について考えました。

□「よく学び」とは
各教科の知識・技能や生活の中での様々な経験を主体的に蓄積していくこと。

□「よく動き」とは
何事にも、精力的、エネルギッシュに取り組み、活動していくこと。

□「よく生きる」とは
自分らしさを最大限に発揮すると同時に、他者との関係性の中で喜びを見出していくこと。

なりたい自分を考えたり、将来の夢を抱いたりする中で、進むべき道を見付けて歩いていくこと。

＜目指す子ども像＞ 本日の始業式で、
□授業に主体的に取り組む子ども 子どもたちには、具
□「分かる」「できる」まで粘り強く学習する子ども 体的な姿を示し、説
□やるべきことに意欲的に取り組む子ども 明をしました。今年
□みんなのためによいことを進んでする子ども 度より、この学校教
□自分の考えを自信をもって伝える子ども 育目標の実現のため
□よりよい生活のために、目標をたて、実現のために努力する子ども に頑張っていきま

す。

４月１７日（金）の全校ＰＴＡの際には、学級担任から１年間の学級経営等の説明があります。

たくさんの保護者の皆様に参加いただきたいと思います。



令和８年度の学校運営について ☆ 職 員 紹 介 ☆

１ 校 長 高 橋 一 枝

２ 教 頭 米沢谷 修 県教育委員会より

３ 主任主査 阿 部 愼 一

４ 養護教諭 仙 道 美 貴 新規

５ 栄養教諭 泉 尚 子

６ 教務主任 栗 原 美奈子

７ 研究主任 鈴 木 咲 子

８ １年 松組 佐 藤 弘 美

９ ２年 松組 藤 原 彩 子

10 ３年 松組 佐々木 美奈子 湯沢西小より

11 ３年 竹組 武 田 亜希子

12 ４年 松組 富 沢 章 彦

13 ４年 竹組 渡 部 夕 佳

14 ５年 松組 金 子 元 気 高瀬小より

15 ６年 松組 柴 田 正 勝

16 梅 組 佐 藤 理 渟城南小より

17 桜 組 千 葉 茂

18 外国語専科 藤 原 十四子 山田中より

19 通級指導教室 佐々木 瑞 子

20 学習指導員 大 内 智佳子 １年松組

21 Ａ Ｌ Ｔ サブリナ・チョウ

22 栄養職員 栗 田 花 耶

23 用 務 員 高 橋 充 春 町役場より

24 用 務 員 武 田 剛 新規

25 運 転 手 高 橋 保 志

26 運 転 手 神 崎 満 男

27 運 転 手 菅 和 良

28 学校生活支援員 麻 生 珠 英 梅・桜組担当

29 学校生活支援員 佐 藤 香 ２年担当

30 学校生活支援員 照 井 亜紀子 羽後明成小より４年担当

31 学校生活支援員 佐 藤 和 子 三輪小より ５・６年担当

32 学校生活支援員 阿 部 美和子 １年担当

33 学校生活支援員 難 波 亜 紀 三輪小より ３年担当

具体的な取組については、学校報、学年部 34 学校サポーター 柿 崎 直 子
報、ブログ等でお知らせしていきます。

お
れ
ん
じ

あ
い
う
え
お

あ

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
合
う
学
校

い

い
じ
め
の
な
い
学
校

う

歌
声
が
ひ
び
く
学
校

え

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
校

お

落
ち
着
い
て
学
習
に
向
か
う
学
校

新しい学校教育目標の実現のた

めに、次のことに取り組んでいき

たいと思います。

□子どもを大切にし、一人一人の

子どもが輝く学校づくり

※確かな学力の向上

・子どもも教師も楽しい授業

・学習習慣の定着

・基礎学力の定着

・読書の習慣化

・伝える力の向上

・探究的な学習活動の実践

・体験的な活動の充実

※「おれんじ あいうえお」の達成

※思いやりのある「豊かな心」を育む

・道徳教育の充実

・特別活動の充実 児童会活動

全校集会など

・ミニギャラリー、ミニステージ

・西馬音内盆踊り集会

・異学年交流の活性化

・地域行事への積極的参加

□保護者・地域を大切にし、保護

者・地域が輝く学校づくり

※家庭・地域への積極的な情報発信

・学校ブログ、学校報、HP

・学校運営協議会の充実

・ＰＴＡボランティアの積極的活用

・地域ボランティアの新規募集


